
共通テスト対策「数・物・化」
集中４時間勉強会※③



この欄には受講講座名とその講座はあなたにとって予習になるのか？復習になるのか？得意か？苦手か？受験予定大学・学部・学科はどこか？ただ着席して聞く
普通の講習会にするのではなく、積極的に授業(先生)に対する要望を書き、事前打ち合わせで本講座をあなたの未来のたさたためにカスタマイズしましょう 

この欄は必要事項を記載の上、枠、欄（用紙）にとらわれず好きなように使ってください。この要望の記載から勉強会は始まっています。別紙使用可

問 診 票 （おもて面の続き）

名前　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校名　　　　　　　　　　　　 学年
問 診 票 （申し込用紙）

講座主宰者からのメーセージ（本講座の使い方）
本講座は従来の冬期講習とは全く違い１コマ４時間完結の集中講座形式です。「一コマ（１日）だけでは人間は変わらない」確かにおっしゃら
れる通りです。そこで、事前打ち合わせ（日程は表面記載、参照）を行い生徒一人一人に講座をカスタマイズした課題を伝えています。整数で
あればYouTube上にある「授業動画」を指定し生徒の持つ教材（チャート等）の問題を指定、生徒は答案を創って参加します（３学期の整数の
予習はこれで完了です）。入試直前の子であれば受験する大学学部学科に応じて問題（過去問）を指定することも可能です。打ち合わせが重要に
なる訳ですが表記の進学実績を出し続けるためにはその子にとって不要な事を課すのは許されません。あと４時間は長いですが「必要な事」なので
あっという間に過ぎ、いつも足りないくらいです。「中学生（特に中１）が高校生と同じ時間できるのですか？」合宿よりは遥かに時間は短いですが
（リーズナブルで）例年、深い（妥協のない）説明と（先生には授業後のお手紙等の「作業」には注力させず）充実した内容（動画他）で、公立中に
在籍しながら一貫中が学ぶ数学をリニアに学ぶ４時間になっています。
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